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国内と世界の2軸で挑む
ウクライナ侵攻が長期化し、世界の食料供給に影響が出ている。
この機会にあらためて、日本と世界の食料安全保障のあり方について、
議論すべきだ。
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ウクライナ侵攻が長期化し、世界の

食料供給に影響が出ている。日本の

食料は多くを輸入に依存し、食料自

給率は先進国でも最低の水準だ。ま

た、世界には途上国を中心に、いま

だ飢餓の危機に瀕している人々がい

る。この機会にあらためて、日本と

世界の食料安全保障のあり方につい

て、議論すべきだ。

日本と世界の食料供給は、いま、ど

のような課題に直面しているのか。

食料安全保障のため、日本は何をす

べきか。

政策関係者、研究者、事業者など内

外の識者に聞いた。

日本の食料安全保障、
国内と世界の
２軸で挑む

（＊）肩書はインタビュー当時



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
৵
߈
が
長
期
化
し
、人
々
の
「
食
」
へ
の
Ө
ڹ
が
ݒ
೦
さ
れ
て
い
る
。
国
際
連
合
食
ྐ
農
業
機
関
（
̛

Ａ
̤
）
が
公
表
す
る
食
料
価
֨
指
数
は
こ
の
数
か
月
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
だ
。
も
と
も
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
物

ྲྀ
の
଺
ཹ
な
ど
で
フ
ー
ド
α
ϓ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
は
世
界
的
に
ࠞ
ཚ
し
て
お
り
、
そ
こ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
৵
߈
に
よ
る
ࠞ
ཚ
が
௥
い
ଧ
ͪ
を
か

け
た
。

今
ճ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
、
日
本
と
世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
あ
り
方
を
見
௚
す
き
っ
か
け
と
す
べ
き
だ
。
日
本
は
食
料
の
多
く
を

世
界
֤
地
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
Χ
ロ
リ
ー
ϕ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
໿
࢛
割
と
、
ઌ
ਐ
国
で
も
࠷
௿
の
ਫ
४
だ
。
い
ざ
有
事
と
な
っ
た

際
に
、
国
民
の
食
料
供
給
に
支
障
は
出
な
い
の
か
、
あ
ら
た
め
て
ෆ
安
を
๊
い
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
、
世
界
に
目
を
޲
け
れ
ば
、
途
上
国
を
中
৺
に
、
自
෼
の
体
重
や
׆
動
を
維
持
す
る
࠷
௿
ݶ
の
Χ
ロ
リ
ー
す
ら
、
日
ৗ
的
に
ઁ

取
で
き
な
い
人
々
が
い
る
。
ٌ
ծ
は
、
い
ま
だ
๾
໓
で
き
て
い
な
い
人
類
の
՝
題
の
一
つ
だ
。
今
後
、
世
界
の
人
口
増
や
気
候
変
動
が
ਐ

Ή
中
で
、
食
料
へ
の
ア
ク
η
ス
が
ࠔ
೉
と
な
る
人
が
さ
ら
に
増
え
る
Մ
ೳ
性
も
あ
る
。
日
本
の
食
料
安
全
保
障
と
と
も
に
、
世
界
の
人
々

の
食
料
安
全
保
障
も
重
要
な
ς
ー
Ϛ
で
あ
Ζ
う
。

日
本
や
世
界
の
食
料
供
給
は
、
い
ま
、
ど
の
よ
う
な
՝
題
に
௚
໘
し
て
い
る
の
か
。
食
料
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
࿦
点
で
Կ
を
ٞ
࿦
し
て
い
く
べ
き
か
。
政
策
関
܎
者
、
研
究
者
、
事
業
者
な
ど
内
外
ޒ
໊
の
識
者
に
࿩
を
࢕
っ
た
。

国
内
の
食
料
生
産
基
盤
の
強
化
が
必
要
だ

ま
ず
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
に
お
い
て
、
Կ
が
リ
ス
ク
と
な
る
の
か
。
農
ྛ
ਫ
産
省
食
料
安
全
保
障
室
長
（
＊
）
の
ٱ
ೲ
׮
子
氏
に
よ

れ
ば
、
戦
争
や
パ
ン
デ
ϛ
ỽ
ク
と
い
っ
た
人
ҝ
的
な
問
題
だ
け
で
な
く
、
৿
ྛ
Ր
ࡂ
な
ど
の
自
然
ࡂ
֐
も
、
食
料
供
給
の
リ
ス
ク
と
な
る
。

日
本
は
、
今
ճ
の
経
験
で
、
食
料
の
生
産
基
盤
を
日
本
国
内
に
維
持
す
る
大
੾
さ
を
痛
感
し
た
と
指
摘
す
る
。
生
産
基
盤
の
強
化
の
た
め

に
は
、
生
産
の
担
い
ख
の
確
保
や
、
持
ଓ
Մ
ೳ
な
農
業
の
た
め
の
ٕ
ज़
開
発
に
౒
め
る
こ
と
、
ま
た
農
業
・
農
ଜ
に
対
す
る
ফ
අ
者
の
理

ղ
が
重
要
だ
と
આ
く
。

輸
入
へ
の
ґ
ଘ
が
生
産
基
盤
を
脆ͥ

い

弱じ
Ỵ
くに
し
て
い
る
と
ܯ
৊
を
໐
ら
す
の
は
平
澤
明
彦
氏（
株
式
会
社
農
ྛ
中
金
総
合
研
究
ॴ
ࣥ
行
役
һ
）

だ
。
中
国
な
ど
の
大
き
な
ങ
い
ख
が
増
え
て
、
日
本
の
世
界
に
お
け
る
食
料
ߪ
ങ
ྗ
は
௿
Լ
し
て
お
り
、
今
後
、
日
本
の
食
料
輸
入
の
安

定
性
は
ଛ
な
わ
れ
る
Մ
ೳ
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
は
、
コ
ϝ
な
ど
Χ
ロ
リ
ー
ߩ
ݙ
౓
の
大
き
な
඼
目
を
生

産
す
る
た
め
の
農
地
໘
ੵ
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

他
方
、
コ
ϝ
Է
ച
業
を
Ӧ
Ή
藤
尾
益
༤
氏
（
株
式
会
社
ਆ
明
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
）
は
、
事
業
者
の
ཱ
৔
か
ら
農
業
の
産
業
強
化

に
取
り
組
Μ
で
い
る
。
ಉ
氏
の
ا
業
は
、
調
ୡ
、
加
޻
、
ൢ
ച
、
外
食
産
業
、
੨
Ռ
ࢢ
৔
の
運
Ӧ
ま
で
一
؏
し
た
ビ
δ
ω
ス
を
展
開
し
て

お
り
、
ถ
ค
な
ど
の
加
޻
඼
を
は
じ
め
事
業
の
拡
大
に
੒
ޭ
し
て
い
る
。
長
年
コ
ϝ
に
携
わ
り
ഓ
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
産
農
家
に
提
供
す

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、

食
料
安
保
を
議
論
す
る
契
機
に

―
い
ま
、
議
論
す
べ
き
論
点
は
何
か

̣
̞
̧
̖
૯
߹
ݚ
ڀ
։
ൃ
ػ
ߏ
ཧ
ࣄ
ʗ
ג
ࣜ
ձ
ࣾ
Γ
ͦ
ͳ
ϗ
ồ
ϧ
σ
ỹ
ϯ
ά
ε
γ
χ
Ξ
Ξ
υ
ό
Π
β
ồ

౦
࿨
ߒ
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KEY
WORDS 今

回
の
危
機
を
、
食
料
安
全
保
障
を
議
論
す
る
契
機
に

識
者
の
意
見
か
ら
は
、
食
料
安
全
保
障
は
、
国
内
の
利
益
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
利
益
の
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
幾
層
に
も
対
策

を
重
ね
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。
国
内
の
観
点
か
ら
は
、
有
事
に
備
え
、
国
内
の
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
食
料
を
海
外
か
ら
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
自
由
貿
易
体
制
を
維
持
し
、
国
際
社
会
と
の
連
携
を
深
め
る
。
ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
は
、
人
々
の
命
に
も
か
か
わ
る
農
産
物
を
人
類
の
「
公
共
財
」
と
定
義
し
、
世
界
の
食
料
供
給
網
を
強
化

し
て
い
く
。
日
本
の
食
料
自
給
率
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
多
々
あ
る
が
、
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
自
体
を
目
的
化
す
る
の

は
本
質
的
で
は
な
い
。
国
際
的
な
協
調
を
強
化
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
食
料
安
全
保
障
の
政
策
目
標
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

東
和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
取
締
役
会
長
兼

代
表
取
締
役
社
長
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
よ
り
現
職
。

る
た
め
、
農
家
支
援
を
専
門
に
行
う
部
署
を
つ
く
り
、
農
家
へ
の
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

金
融
業
に
長
く
関
わ
っ
て
き
た
自
身
の
経
験
か
ら
、
収
穫
が
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
る
農
業
金
融
に
は
独
特
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
感

じ
て
き
た
。
し
か
し
、
藤
尾
氏
が
展
開
す
る
よ
う
な
六
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
産
業
と
し
て
の
安
定
性
と
付
加
価
値
が
高
ま

れ
ば
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
柔
軟
性
は
高
ま
る
。
民
間
の
金
融
機
関
に
は
、
産
業
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
事
業
展
開
を
行
う
知
見
が
あ
る
。

そ
れ
を
一
次
産
業
に
注
入
す
る
こ
と
で
、
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

自
由
貿
易
体
制
の
確
保
が
必
須

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
穀
物
の
輸
出
途
絶
と
い
う
事
態
は
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障
に
と
っ
て
深
刻
な
危
機
で
あ
る
。
外
務
省
資
源
安
全

保
障
室
長
の
菊
地
信
之
氏
は
、
国
際
社
会
に
よ
る
途
上
国
へ
の
迅
速
な
支
援
や
、「
食
料
の
た
め
の
人
道
通
行
」
の
実
現
な
ど
国
際
社
会

へ
の
日
本
の
働
き
か
け
を
紹
介
す
る
。
他
方
、
食
料
の
多
く
を
輸
入
し
て
い
る
日
本
の
食
料
安
全
保
障
に
お
い
て
は
、
世
界
の
食
料
事
情

を
安
定
さ
せ
、
自
由
貿
易
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
日
本
に
と
っ
て
も
利
す
る
と
述
べ
る
。

農
業
、
貿
易
等
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
る
諏
訪
明
子
氏
（
パ
リ
経
済
学
校
教
授
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
、
世
界
の
食
料
供
給
網
が
主
要
な
生
産
地
と
少
数
の
海
運
会
社
に
集
中
し
て
い
る
脆
弱
さ
と
、
穀
物
が
食

料
・
飼
料
・
燃
料
と
い
う
三
用
途
を
巡
っ
て
投
機
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
し
て
、
世
界
の
食
料
供
給
の
構
造
的
な
問
題
を
指
摘
す

る
。
今
後
、
世
界
は
気
候
変
動
や
人
口
増
で
農
産
物
の
需
要
過
多
と
供
給
過
多
の
地
域
が
出
て
く
る
と
し
、
農
産
物
貿
易
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
中
で
、
肥
料
と
種
子
と
い
う
二
つ
の
産
物
を
「
国
際
的
な
公
共
財
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
前
出
の
平
澤
明
彦
氏
は
、
戦
争
中
も
自
国
の
食
料
確
保
以
外
の
理
由
で
「
第
三
国
へ
の
食
料
提
供
を
止
め
な
い
」
と
い
う
規

律
に
国
際
社
会
が
合
意
し
、
そ
れ
を
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

食
料
の
生
産
基
盤
強
化
、
自
由
貿
易
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（
＊
）
肩
書
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

日
本
と
世
界
の

食
料
供
給
は

ど
の
よ
う
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
の
か
。

食
料
安
全
保
障
の
た
め
、

日
本
は
何
を
す
べ
き
か
。

インタビュー実施：2022 年 6 月
聞き手：鈴木壮介（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
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これからの食料政策
―「持続可能性」「主体性」の観点を
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食料安全保障のために、
農地の維持に資する補助金を増やすべきだ
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海外需要も取り込み、
コメの生産・消費を拡大する

ձࣾਆ໌ϗʔϧσΟϯάεç୅දऔక໾ࣾ௕藤尾益雄ࣜג
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֎຿লہࡁܦç҆ݯࢿશอোࣨ௕菊地信之
有事への備えは平時から。世界の食料情勢
の改善は日本の食料安全保障確保にも
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識
者
に
問
う
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͚
ͯ
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ল
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ਉ
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๪
੓
ࡦ
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৯
ྉ
҆
શ
อ
ো
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௕
（
ˎ
）

機
は
、
い
く
つ
か
の
リ
ス
ク
が
ં
り
重
な
っ
て
۩
体
化
し
た
と
き
に
発
生
す
る
。
今
年
二
月
以
߱
、

ۓ
ഭ
化
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
੎
は
、
現
ࡏ
も
༧
அ
を
ڐ
さ
な
い
ঢ়
گ
が
ଓ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
さ

か
の
΅
る
こ
と
二
〇
二
〇
年
以
߱
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
物
ྲྀ
の
ࠞ
ཚ
が
ݦ
ஶ
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
๺
ถ
の
๺
部
の
高
Թ
ס
૩
に
よ
り
、
二
〇
二
一
年
以
߱
、

穀
物
等
の
国
際
価
֨
が
上
ঢ
す
る
ঢ়
گ
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
৵
ུ
が
ى

こ
り
、
両
国
が
খ
ഴ
の
主
要
な
輸
出
国
で
あ
っ
た
こ
と
も
૬
ま
っ
て
、
穀
物
等
の
国
際
価
֨
は
そ
れ
ま
で
以

上
に
高
い
ਫ
४
に
ԡ
し
上
げ
ら
れ
た
。
日
本
は
、
主
に
๺
ถ
や
߽
भ
か
ら
穀
物
等
を
輸
入
し
て
お
り
、
ྔ
的

な
確
保
が
ݒ
೦
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
穀
物
等
の
国
際
価
֨
の
上
ঢ
や
ҝ
ସ
૬
৔
の
変
動
の
Ө
ڹ
は
ආ

け
ら
れ
ず
、
食
料
の
生
産
基
盤
を
日
本
国
内
に
も
し
っ
か
り
と
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
੾
さ
を
あ
ら
た
め

て
痛
感
す
る
経
験
と
な
っ
た
。

自
然
ࡂ
֐
に
よ
っ
て
フ
ー
ド
α
ϓ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
が
ఀ
଺
す
る
事
態
も
、
世
界
֤
地
で
ى
き
て
い
る
。
ྫ

え
ば
、
二
〇
二
一
年
Ն
に
ถ
国
ೆ
部
に
大
型
の
ハ
リ
έ
ー
ン
が
上
཮
し
、
Ԋ
؛
の
穀
物
輸
出
ࢪ
ઃ
も
大
き
な

ඃ
֐
を
ड
け
、
෮
چ
に
時
間
を
要
し
た
。
ま
た
、
Χ
ナ
μ
੢
部
で
大
規
໛
な
৿
ྛ
Ր
ࡂ
が
ى
こ
り
、
཮
上
輸

ૹ
イ
ン
フ
ラ
も
大
き
な
ଛ
ই
を
ड
け
た
。
日
本
は
Χ
ナ
μ
੢
部
か
ら
、
な
た
ね
༉
の
ݪ
料
や
、
パ
ス
タ
の
ݪ

料
と
な
る
デ
ュ
ラ
Ϝ
খ
ഴ
を
多
く
輸
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
食
料
安
全
保
障
室
と
し
て
も
事
態
の
ਪ
Ҡ

を
刻
一
刻
と
注
視
す
る
こ
と
と
な
っ
た
出
དྷ
事
で
あ
る
。

フ
ー
ド
α
ϓ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
の
強

き
Ỷ
う

ᯰじ
Μ

化
を
ਤ
り
、
食
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
も
ロ
ー
Χ
ル
に
も
、
ෳ
層
的
な
α
ϓ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
を
生
੒
・
維
持
し
つ
つ
、
食
料
自
給
率
を
޲
上
さ
せ
、

持
ଓ
Մ
ೳ
な
食
料
生
産
を
ਪ
ਐ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
に
今
あ
る
ా
ാ
を
、
大

੾
な
食
料
生
産
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
今
後
も
し
っ
か
り
क
っ
て
い
く
。
ま
た
、
食
料
生
産
に
携
わ
る
担
い

ख
を
確
保
し
つ
つ
、
持
ଓ
Մ
ೳ
な
農
業
生
産
を
Մ
ೳ
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ٕ
ज़
を
開
発
し
、
生
産
現
৔
の
օ

さ
Μ
に
׆
用
し
て
も
ら
い
、
ফ
අ
者
の
օ
さ
Μ
に
も
食
と
؀
ڥ
を
支
え
る
農
業
・
農
ଜ
の
大
੾
さ
を
理
ղ
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
日
本
は
人
口
ݮ
少
期
を
ܴ
え
て
い
る
が
、
世
界
に
目
を
޲
け
る
と
、
人

口
は
増
加
し
ଓ
け
、
経
済
発
展
に
よ
っ
て
、
食
料
需
要
は
Ԣ
੝
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ঢ়
گ
を
౿
ま
え
る
と
、

国
内
ࢢ
৔
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
需
要
を
う
ま
く
取
り
ࠐ
Μ
で
、
輸
出
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な

方
策
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
Ւ
で
も
日
本
の
農
産
物
の
輸
出
が
増
え
て
い
る
の
は
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

農
ྛ
ਫ
産
省
入
省
後
、
ਫ
産
ி
に
お
い
て
ඃ
ࡂ
地
の
ਫ
産
加
޻
業
෮
ڵ
支
援
に
、
産
学
連
携
室
に
お
い
て
農
業
・
食
඼
෼
໺
の
Φ
ー
ϓ
ン

イ
ノ
ϕ
ー
シ
ἀ
ン
ਪ
ਐ
、
Ϝ
ー
ン
シ
ἀ
ỽ
τ
型
農
ྛ
ਫ
産
研
究
開
発
事
業
の
૑
ઃ
に
携
わ
る
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
食
料
安
全
保
障
室
長
と

し
て
ۓ
ٸ
事
態
食
料
安
全
保
障
指
਑
の
վ
ਖ਼
や
ૣ
期
注
意
ஈ
֊
の
ద
用
、
食
料
供
給
を
巡
る
リ
ス
ク
෼
ੳ
な
ど
に
ै
事
。
農
業
・
農
ଜ
へ

の
理
ղ
や
共
感
を
深
め
る
た
め
の
国
民
運
動
「
食
か
ら
日
本
を
ߟ
え
る
。
ニ
ỽ
ϙ
ン
フ
ー
ド
シ
フ
τ
」
を
ਪ
ਐ
。
二
〇
二
二
年
六
月
か
ら

経
済
協
ྗ
開
発
機
構
（
̤
̚
̘
̙
）
日
本
政
෎
代
表
部
ࢀ
事
׭
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
ෝ
೚
中
。
ถ
国
ニ
ュ
ー
Ϥ
ー
ク
भ
ห
ޢ
࢜
。

ٱ
ೲ
׮
子
（
く
の
う
・
ͻ
Ζ
こ
）

マイケル・E・ウェバー〔2020〕

エネルギーの物語
わたしたちにとってエネルギーとは何なのか

柴田譲治訳、原書房

ة

（
＊
）
肩
書
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
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食
料
҆
શ
อ
ো
の
ͨ
Ί
ʹ
ỏ

೶
஍
の
ҡ
࣋
ʹ
ࢿ
͢
Δ
ิ
ॿ
ۚ
Λ
૿
΍
͢
΂
͖
ͩ

ฏ
ᖒ
明
඙

ג
ࣜ
ձ
ࣾ

೶
ྛ
த
ۚ
૯
߹
ݚ
ڀ
ॴ

ࣥ
ߦ
໾
һ
ج
ૅ
ݚ
ڀ
෦
௕

ཧ
ࣄ
ݚ
ڀ
һ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
食
料
の
輸
出
大
国
ಉ
࢜
の
戦
争
は
、
戦
後
、
ॳ
め
て
の
事
態
だ
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
Ւ
で
ٸ
増
し
た
ٌ
ծ
人
口
が
、
戦
争
と
い
う
人
ҝ
的
な
理
由
で
さ
ら
に
拡
大
し

て
し
ま
う
。
問
題
は
、
穀
物
の
生
産
国
で
あ
る
両
国
か
ら
の
輸
出
が
ࠔ
೉
と
な
り
、
戦
争
の
当
事
者
で
は
な

い
第
三
国
の
食
料
供
給
に
大
き
な
Ө
ڹ
が
見
ࠐ
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
両
国
の
安
価
な
খ
ഴ
を
輸
入
し
て
い

る
の
は
、
主
に
ア
フ
リ
Χ
や
中
౦
な
ど
の
௿
・
中
ॴ
ಘ
国
だ
。
今
後
、
第
三
国
に
ඃ
֐
が
出
る
こ
と
が
׳
ྫ

化
す
る
こ
と
は
ආ
け
る
必
要
が
あ
る
。
ै
དྷ
、
経
済
制
ࡋ
Լ
の
イ
ラ
ク
に
対
し
て
も
、
人
道
的
な
物
資
、
食

料
、
ༀ
඼
の
提
供
は
ೝ
め
て
き
て
お
り
、
第
三
国
に
ඃ
֐
が
ٴ
Ϳ
の
は
も
っ
て
の
΄
か
だ
。
戦
争
中
も
自
国

の
食
料
確
保
以
外
の
理
由
で
「
第
三
国
へ
の
食
料
提
供
を
止
め
な
い
」
と
い
う
規
律
に
国
際
社
会
が
合
意
し
、

そ
れ
を
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
。

日
本
の
農
業
は
、
有
事
で
輸
入
が
止
ま
っ
た
ら
、
国
民
が
࠷
௿
ݶ
食
べ
る
だ
け
の
食
料
を
供
給
す
る
生
産

ྗ
す
ら
ෆ
଍
し
か
け
て
い
る
の
が
現
ঢ়
だ
。
か
つ
て
の
౦
੢
ྫྷ
戦
構
造
Լ
で
は
、
当
時
、
食
料
が
༨
っ
て
い

た
ถ
国
か
ら
、
日
本
は
そ
の
༨
৒
෼
を
必
要
な
だ
け
ങ
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
〇
年
で
ঢ়
گ

ϩは
変
化
し
た
。
中
国
な
ど
の
大
き
な
ങ
い
ख
が
増
え
て
֫
ಘ
ڝ
争
が
強
ま
る
中
で
、
日
本
の
ߪ
ങ
ྗ
は
૬
対

的
に
௿
Լ
し
、
日
本
の
食
料
輸
入
の
安
定
性
は
ଛ
な
わ
れ
る
ݒ
೦
が
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
内
の
生
産
基
盤
は
、
輸
入
に
ґ
ଘ
し
て
き
た
݁
Ռ
、
も
は
や
、
ඇ
ৗ
に

脆ͥ
い

弱じ
Ỵ
くに

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
の
ྲྀ
れ
に
対
し
て
、
農
ྛ
ਫ
産
省
は
付
加
価
値
の

高
い
඼
目
の
生
産
を
ਪ
঑
し
、「
強
い
農
業
経
Ӧ
を
増
や
す
」
と
い
う
ϛ
ク
ロ
な
政
策
に
重
き
を
ஔ
い
て
き
た
。

こ
れ
は
ྑ
い
໘
も
あ
っ
た
が
、
൒
໘
、
୤
མ
す
る
人
も
多
く
、
生
産
基
盤
が
全
体
と
し
て
ॖ
খ
し
た
。
日
本

の
食
料
安
全
保
障
の
観
点
で
は
農
地
໘
ੵ
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ϝ
や
飼
料
な
ど
Χ
ロ
リ
ー
ߩ
ݙ
౓
の

大
き
な
඼
目
を
生
産
で
き
る
「
౔
地
利
用
型
の
農
業
」
を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
農
業
が
こ
れ
以
上
深
刻
な
事
態
に
ؕ
る
の
を
ආ
け
る
に
は
、
౔
地
利
用
型
農
業
で
े
෼
な
収
益
性

が
ಘ
ら
れ
る
よ
う
に
ิ
助
金
を
増
や
す
こ
と
だ
。
ซ
せ
て
コ
ϝ
の
国
内
価
֨
を
Լ
げ
て
ফ
අ
を
ଅ
ਐ
で
き
な

い
か
ݕ
౼
が
必
要
だ
。
農
業
は
ݩ
དྷ
、
他
産
業
に
ൺ
べ
生
産
性
の
޲
上
に
ݶ
界
が
あ
る
た
め
、
ઌ
ਐ
国
は
ิ

助
金
で
農
家
に
ॴ
ಘ
ิ
ঈ
す
る
の
が
ৗ
で
あ
る
。
安
全
保
障
؀
ڥ
は
ܹ
変
し
て
お
り
、
ෆ
ଌ
時
に
備
え
て
食

料
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
੫
金
を
࢖
う
の
は
、
国
民
も
合
意
す
る
の
で
は
な
い
か
。

世
界
֤
国
の
食
ྐ
需
給
構
造
や
、
ઌ
ਐ
国
の
農
業
政
策
に
ਫ਼
通
。
感
染
঱
の
ྲྀ
行
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
、
国
際
情
੎
の
ܹ
変
を
ड
け
、

日
本
の
食
料
安
全
保
障
の
あ
り
方
に
ܯ
৊
を
໐
ら
す
。
主
な
研
究
෼
໺
は
̚
̪
・
ถ
国
・
ス
イ
ス
の
農
業
政
策
、
食
料
安
全
保
障
政
策
な

ど
。
一
۝
۝
二
年
、
農
ྛ
中
金
総
合
研
究
ॴ
に
入
社
。
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。
農
ྛ
ਫ
産
省
食
料
安
全
保
障
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
Ϙ
ー
ド

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
兼
務
。
ஶ
書
に
ứ
日
本
農
業
年
ใ
66

ɿ

新
基
本
ܭ
ը
は
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
ਾ
え
て
い
る
か
Ừ（
共
ஶ
、農
ྛ
౷
ܭ
協
会
、

二
〇
二
一
年
）
な
ど
。
౦
ژ
大
学
大
学
Ӄ
ത
࢜
（
農
学
）。

平
澤
明
彦
（
ͻ
ら
さ
わ
・
あ
き
ͻ
こ
）

Zhang-Yue Zhou［編］, Guanghua Wan［編］〔2017〕
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ւ
֎
ध
ཁ
΋
औ
Γ
ࠐ
Έ
ỏ

ί
ϝ
の
ੜ
࢈
ɾ
ফ
අ
Λ
֦
େ
͢
Δ

౻
ඌ
ӹ
༤

ג
ࣜ
ձ
ࣾ

ਆ
໌
ϗ
ồ
ϧ
σ
ỹ
ϯ
ά
ε

୅
ද
औ
క
໾
ࣾ
௕

ϝ
は
日
本
人
の
主
食
だ
が
、
こ
の
൒
世
ل
で
一
人
当
た
り
の
コ
ϝ
の
ফ
අ
ྔ
は
大
き
く
ݮ
少
し
た
。

代
わ
り
に
、
多
く
の
食
を
輸
入
に
ґ
ଘ
し
て
い
る
。
今
後
、
世
界
の
人
口
が
増
加
す
る
一
方
で
、
気

候
変
動
が
࡞
物
の
生
産
に
Ө
ڹ
を
ٴ
΅
し
、
食
料
需
給
は
ͻ
っ
ഭ
す
る
と
ݒ
೦
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
食
料

自
給
率
の
維
持
・
޲
上
と
食
料
の
安
定
供
給
を
目
指
す
に
は
、
コ
ϝ
や
໺
ࡊ
の
生
産
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と

に
加
え
、
コ
ϝ
の
ফ
අ
拡
大
を
ಉ
時
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

コ
ϝ
業
界
は
、
こ
れ
ま
で
、
ফ
අ
拡
大
の
౒
ྗ
を
ଵ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
、
コ
ϝ
の
機
ೳ

性
・
特
性
・
お
い
し
さ
を
生
か
し
た
঎
඼
を
需
要
に
Ԡ
じ
て
開
発
・
提
供
し
て
、
ফ
අ
を
増
や
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
当
社
グ
ル
ー
ϓ
で
は
、
パ
ỽ
ク
͝
൧
な
ど
の
加
޻
঎
඼
や
、
ถ
ค
を
੡
造
し
て
い
る
。
さ
ら

に
ถ
ค
を
ݪ
料
と
し
た
ν
ー
ζ
代
ସ
඼
の
開
発
に
も
੒
ޭ
し
た
。
খ
ഴ
価
֨
が
高
ಅ
し
て
い
る
中
、
コ
ϝ
の

用
途
は
࠶
注
目
さ
れ
る
。
世
界
に
目
を
޲
け
れ
ば
、
コ
ϝ
を
ফ
අ
す
る
国
は
ア
δ
ア
ݍ
で
多
く
ଘ
ࡏ
し
、
໿

ޒ
ԯ
τ
ン
に
も
な
る
ڊ
大
な
Ϛ
ー
έ
ỽ
τ
が
ଘ
ࡏ
す
る
。
国
内
で
ফ
අ
で
き
な
か
っ
た
高
඼
質
の
コ
ϝ
を
ੵ

ۃ
的
に
海
外
へ
輸
出
す
れ
ば
、
コ
ϝ
の
生
産
・
ফ
අ
を
拡
大
で
き
る
。

コ国
産
ถ
の
価
値
を
ਖ਼
し
く
価
֨
に
൓
ө
で
き
れ
ば
、
コ
ϝ
の
加
޻
業
界
も
、
外
食
産
業
も
、
੡
඼
・
঎
඼

ͮ
く
り
の
෯
が
大
き
く
޿
が
る
。
し
か
し
、
政
෎
が
実
ࢪ
し
て
い
る
よ
う
な
、
࡞
付
け
を
ݮ
ら
す
こ
と
で
ถ

価
を
維
持
し
、
生
産
者
の
ॴ
ಘ
を
ิ
ঈ
す
る
政
策
で
は
生
産
基
盤
の
強
化
は
で
き
な
い
。
当
社
グ
ル
ー
ϓ
は

ਫ਼
ถ
や
パ
ỽ
ク
͝
൧
の
輸
出
を
増
加
さ
せ
、
生
産
者
が
安
৺
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
Μ
で
い
る
。

高
඼
質
の
コ
ϝ
の
生
産
を
実
現
す
る
に
は
、
生
産
者
は
二
律
എ
൓
す
る
生
産
性
と
૑
造
性
の
両
方
に
取
り
組

め
る
こ
と
が
大
੾
だ
。
当
社
グ
ル
ー
ϓ
で
は
、
調
ୡ
、
加
޻
、
ൢ
ച
、
外
食
産
業
、
੨
Ռ
ࢢ
৔
の
運
Ӧ
ま
で

一
؏
し
た
ビ
δ
ω
ス
を
展
開
し
て
き
た
。「
໥も

う

か
る
農
業
」
の
実
現
に
޲
け
て
、
長
年
コ
ϝ
に
携
わ
り
ഓ
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
産
農
家
に
提
供
す
る
農
家
支
援
を
専
門
に
行
う
部
署
を
つ
く
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
঎
඼
開
୓
ྗ
と
強
い
生
産
体
制
を
有
す
る
産
業
の
޷
॥
؀
が
コ
ϝ
に
生
ま

れ
る
。「
ۙ
い
ক
དྷ
、
世
界
規
໛
の
食
料
危
機
が
ى
こ
る
」
と
い
う
危
機
感
が
強
い
。
日
本
の
農
業
と
食
を

क
る
の
は
自
෼
た
ͪ
だ
と
い
う
ܾ
意
を
も
っ
て
、
ྭ
Μ
で
い
き
た
い
。

ถ
穀
Է
ച
業
を
૆
業
と
し
૑
業
一
二
〇
प
年
を
ܴ
え
る
、
株
式
会
社
ਆ
明
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
τ
ỽ
ϓ
。
一
۝
ീ
۝
年
、
大
学
ଔ
業
後
、

入
社
。
ಉ
社
ৗ
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
を
経
て
、
二
〇
〇
ࣣ
年
よ
り
現
職
。
基
װ
事
業
で
あ
る
ถ
穀
Է
ച
業
か
ら
外
食
産
業
、
੨
Ռ
事

業
な
ど
へ
グ
ル
ー
ϓ
拡
大
を
ਐ
め
、
業
界
࠶
ฤ
や
グ
ル
ー
ϓ
シ
ナ
δ
ー
の
૑
出
に
取
り
組
Ή
。
ݩ
気
ण
࢘
株
式
会
社
、
株
式
会
社
シ
ἀ
ク

ϒ
ン
、
株
式
会
社
ઇ
国
ま
い
た
け
な
ど
の
グ
ル
ー
ϓ
ا
業
の
取
締
役
を
兼
務
。

藤
尾
益
༤
（
;
じ
お
・
み
つ
お
）

柳井正〔2015〕

経営者になるためのノート
PHP研究所
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໘
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Ố
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༗
ࣄ
΁
の
උ
͑
͸
ฏ
࣌
か
ら
Ố
ੈ
ք
の
食
料
৘
੎
の

վ
ળ
͸
೔
ຊ
の
食
料
҆
શ
อ
ো
֬
อ
ʹ
΋

٠
஍
৴
೭

֎
຿
ল
経
済
ہ

ࢿ
ݯ
҆
શ
อ
ো
ࣨ
௕

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
৵
߈
は
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障
を
危
機
に
ؕ
ら
せ
た
（
注
）。
࠷
ળ
の
ղ

ܾ
策
は
、
ロ
シ
ア
が
ଈ
時
に
৵
ུ
を
や
め
る
こ
と
。
だ
が
、
ま
ず
は
、
現
Լ
の
危
機
に
対
Ԡ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
を
ؚ
め
た
国
際
社
会
は
、
Ө
ڹ
を
ड
け
て
い
る
途
上
国
へ
人
道
的
な
食
料
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
食
料
輸
出
の
࠶
開
を
人
道
問
題
と
ଊ
え
、「
食
料
の
た
め
の
人
道
通
行
」
を
実
現
す
る

よ
う
ロ
シ
ア
を
ؚ
め
た
関
܎
国
に
ݺ
ͼ
か
け
て
き
た
。
そ
の
ߟ
え
が
ड
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
六
月
Լ
०
の

̜
̓
α
ϛ
ỽ
τ
で
は
、
輸
出
ྗ
の
ճ
෮
の
た
め
の
ٞ
࿦
が
行
わ
れ
た
。
輸
出
で
き
ず
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に

଺
ཹ
し
た
ま
ま
の
穀
物
を
ద
੾
に
備
஝
で
き
る
よ
う
、
؆
易
の
ஷ
ଂ
ݿ
を
࡞
る
取
り
組
み
も
ਐ
め
て
い
る
。

食
料
安
全
保
障
と
い
う
と
、
日
本
で
は
多
く
の
৔
合
、
自
国
の
食
料
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
主
題
と
な

る
。
他
方
で
、
国
際
社
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
食
料
が
ෆ
଍
し
て
い
る
人
に
い
か
に
し
て
ಧ
け
る
か
と

い
う
食
料
へ
の
ア
ク
η
ス
が
主
題
と
な
る
。
持
ଓ
Մ
ೳ
な
開
発
目
標
の
「
ශ
ࠔ
を
な
く
そ
う
」
と
「
ٌ
ծ
を

θ
ロ
に
」
の
問
題
で
あ
る
。
ए
ׯ
ҟ
な
っ
て
み
え
る
こ
の
日
本
と
世
界
の
取
り
組
み
は
、
現
ࡏ
の
よ
う
な
危

機
に
お
い
て
は
、
ݶ
り
な
く
一
体
化
す
る
。
日
本
の
よ
う
に
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
ґ
ଘ
す
る
国
は
、
世
界

の
食
料
ア
ク
η
ス
の
վ
ળ
を
支
援
し
て
、
世
界
の
食
料
事
情
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
݁
Ռ
と
し
て
自
国

の
食
料
安
全
保
障
に
資
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
日
本
が
国
際
社
会
で
Ռ
た
す
べ
き
੹
೚
で
も
あ
る
。

他
方
、
日
本
に
と
っ
て
の
食
料
安
全
保
障
は
、
国
内
の
食
料
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
ए
ׯ
表
層
的
で
あ
る
。
๛
か
に
な
り
食
料
に
झ
޲
性
・
多
༷
性
が
޷
ま
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
ず

と
自
給
率
は
Լ
が
る
。
ਅ
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
自
給
率
は
、
有
事
に
国
民
が
࠷
௿
ݶ
ٌ
え
な
い
で
฻
ら
せ

る
国
産
඼
の
自
給
を
維
持
で
き
る
生
産
ೳ
ྗ
を
持
つ
こ
と
。
平
時
に
は
、
Ή
し
Ζ
「
お
金
を
出
し
た
ら
食
料

が
ങ
え
る
ঢ়
態
」
を
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
由
貿
易
体
制
を
確
保
し
、

世
界
の
食
料
事
情
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
保
ޢ
主
義
に
ؕ
る
こ
と
は
ආ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
え
て
、
備
஝
制
౓
を
੔
え
、
必
要
な
自
給
ೳ
ྗ
を
維
持
す
る
た
め
の
農
業
生
産
の
基
盤
と
担
い
ख
を
確

保
す
る
た
め
の
農
業
の
ৼ
ڵ
も
必
要
。
そ
の
点
で
は
輸
出
を
増
や
し
た
り
、
໥
か
る
農
業
を
実
現
す
る
の
も

重
要
で
あ
Ζ
う
。
さ
ら
に
、
有
事
が
実
際
に
ى
き
た
৔
合
に
は
、
ど
こ
の
国
か
ら
ۓ
ٸ
に
調
ୡ
し
て
く
る
の

か
が
問
題
と
な
Ζ
う
。
現
ࡏ
、
日
本
は
、
供
給
の
安
定
し
て
い
る
ถ
国
、
߽
भ
な
ど
の
༑
޷
国
か
ら
食
料
を

ߪ
入
し
て
い
る
が
、
Ծ
に
、
途
絶
す
る
よ
う
な
৔
合
に
備
え
て
、
特
ผ
に
日
本
に
提
供
し
て
く
れ
る
関
܎
を

ங
い
て
お
く
た
め
の
、「
食
料
安
全
保
障
外
ަ
」
を
、
平
時
か
ら
展
開
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
も
ߟ
え
ら
れ
る
。

外
務
省
入
省
後
、
中
౦
ア
フ
リ
Χ
ہ
、
ࡏ
α
ウ
δ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ス
ラ
Τ
ル
、
Τ
δ
ϓ
τ
の
֤
日
本
大
࢖
ؗ
で
ۈ
務
。
国
際
情
ใ
౷
ׅ
׭

組
৫
第
一
国
際
情
ใ
׭
室
情
ใ
研
究
׭
を
経
て
、
二
〇
二
〇
年
ീ
月
よ
り
現
職
。
Τ
ω
ル
Ϊ
ー
、
߭
物
資
源
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

等
、
資
源
安
全
保
障
に
関
す
る
外
ަ
政
策
を
担
当
す
る
。
ア
ラ
ビ
ア
ޠ
の
通
༁
׭
を
ྺ
೚
。
日
本
学
ज़
ৼ
ڵ
会
が
主
࠵
す
る
中
౦
研
究
会

や
、
道
ۜ
地
域
総
合
研
究
ॴ
主
࠵
の
「
中
౦
࠷
新
情
ใ
」
特
ผ
ߨ
ԋ
会
な
ど
、
中
౦
の
専
門
家
と
し
て
ߨ
ԋ
を
多
く
行
っ
て
い
る
。
共
༁

ஶ
に
ứ
イ
ン
ς
リ
δ
ỻ
ン
ス
Ổ
機
ີ
か
ら
政
策
へ
Ừ（
ܚ
ጯ
義
क़
大
学
出
൛
会
、
二
〇
一
一
年
）。

菊
地
信
之
（
き
く
ͪ
・
の
Ϳ
Ώ
き
）

岡崎久彦〔1983〕

戦略的思考とは何か
中公新書
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こ
れ
か
ら
の
食
料
政
策

―「
持
続
可
能
性
」「
主
体
性
」
の
観
点
を

諏
訪
明
子

パ
リ
経
済
学
校

（P
aris S

chool of E
conom

ics

）

教
授

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
঱
の
ྲྀ
行
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
、
食
料
に
関
す
る
主
要
な
二
つ
の
問

題

Ổ「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
α
ϓ
ラ
イ
ν
ỻ
ー
ン
の
脆ͥ

い

弱じ
Ỵ
く

性
」
と
「
食
料
・
飼
料
・
燃
料
の
૬
ޓ
連
動

性
」Ổ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
世
界
の
食
料
供
給
網
は
、
主
要
な
生
産
地
と
輸
ૹ
を
担
う
少
数
の
海
運
会

社
に
集
中
し
て
お
り
、
ま
た
、
食
料
・
飼
料
・
燃
料
は
、
穀
物
を
生
産
す
る
౔
地
を
巡
っ
て
ڝ
合
し
て
い
る
。

バ
イ
Φ
燃
料
に
ิ
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
ถ
国
で
は
、
খ
ഴ
ാ
は
τ
ウ
Ϟ
ロ
コ
シ
の
生
産
に
変
わ
り
、
収

穫
の
൒
෼
は
Ψ
ι
リ
ン
ఴ
加
ࡎ
の
Τ
タ
ノ
ー
ル
に
加
޻
さ
れ
る
。
ま
た
、
食
඼
産
業
の
主
ݪ
料
で
あ
る
大
౾

༉
の
࢛
〇
ˋ
は
デ
ィ
ー
θ
ル
Τ
ン
δ
ン
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
ࢢ
৔
ݪ
理
が
ڝ
争
を
ଅ
ਐ
し
、
収
穫

物
の
三
つ
の
用
途
の
間
に
、
投
資
家
は
ڊ
大
な
「
ࡋ
定
取
引
」
の
機
会
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
だ
。

一
方
、
地
ٿ
Թ
ஆ
化
と
人
口
増
に
よ
っ
て
、
食
料
の
需
給
は
構
造
的
に
変
化
す
る
。
気
Թ
上
ঢ
と
ਫ
ෆ
଍

は
、
౔
地
利
用
や
࡞
物
の
そ
れ
ͧ
れ
の
地
域
ద
性
に
Ө
ڹ
す
る
。
ま
た
、
食
料
需
要
は
ア
フ
リ
Χ
ॾ
国
で
は

増
大
す
る
が
、
Ԥ
भ
や
日
本
で
は
ݮ
少
す
る
。
そ
の
݁
Ռ
、
現
ࡏ
ߞ
࡞
Մ
ೳ
な
౔
地
で
あ
っ
て
も
、
今
後
、

食
料
ෆ
଍
に
な
る
地
域
も
あ
る
。

ࡢ
今
は
、
୹
期
的
な
問
題
と
長
期
的
な
問
題
を
෼
け
て
ٞ
࿦
し
が
ͪ
だ
。
Ԥ
भ
の
政
策
担
当
者
の
中
に
は
、

ٳ
ߞ
地
化
と
農
ༀ
の
௿
ݮ
を
主
な
ப
と
す
る
農
業
の
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
い
っ
た
Μ
保
ཹ
と
し
、
食

料
危
機
を
ճ
ආ
し
よ
う
と
す
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、
ক
དྷ
の
リ
ス
ク
を
増
や
さ
ず
に
問
題
を
ղ
ܾ
す
る
こ

と
は
Մ
ೳ
だ
。
バ
イ
Φ
燃
料
へ
の
ิ
助
金
を
ഇ
止
し
、
食
料
に
利
用
で
き
る
౔
地
を
増
や
せ
ば
よ
い
の
だ
。

事
実
、
୹
期
と
長
期
の
問
題
は
ಉ
一
の
問
題
で
あ
る
。
農
産
物
の
需
要
過
多
と
供
給
過
多
の
地
域
間
の
貿

易
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
意
ຯ
を
持
つ
。
特
に
、
肥
料
と
種
子
と
い
う
二
つ
の
産
物
が
Χ
Ϊ
と
な
る
。

こ
れ
ら
を
「
国
際
的
な
公
共
財
」
と
し
、
そ
の
取
引
は
、
国
際
的
な
イ
ニ
シ
ア
ς
ィ
ϒ
、
す
な
わ
ͪ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
঱
で
行
わ
れ
た
よ
う
な
׭
民
パ
ー
τ
ナ
ー
シ
ỽ
ϓ
に
よ
っ
て
保
ূ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
Ζ
う
。

貿
易
へ
の
ґ
ଘ
が
高
ま
る
中
、食
料
の
自
給
は
有
ޮ
な
目
標
で
は
な
い
。
食
料
安
全
保
障
は
、ै
དྷ
の
見
ղ
、

す
な
わ
ͪ
、
入
ख
Մ
ೳ
性
、
ア
ク
η
ス
、
利
用
、
安
定
性
を
重
視
す
る
ߟ
え
方
か
ら
、
持
ଓ
Մ
ೳ
性
と
主
体

性
を
౷
合
す
る
ߟ
え
方
に
Ҡ
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
主
体
性
と
は
、
自
ら
の
൑
அ
で
食
料
シ
ス
ς
Ϝ
に
関
わ

る
ೳ
ྗ
で
あ
り
、
自
ら
の
文
化
的
価
値
を
維
持
す
る
ख
๏
で
も
あ
る
。
日
本
は
、「
食
」
が
世
界
文
化
Ҩ
産

に
ೝ
定
さ
れ
て
お
り
、
食
に
対
す
る
新
し
い
視
点
を
提
এ
す
る
上
で
主
ಋ
的
な
役
割
を
Ռ
た
せ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
̘
̛
̨
、
̬
̩
̤
、
̬
̝
̤
、
Ϣ
ω
ス
コ
と
の
協
ྗ
を
よ
り
必
要
と
す
る
で
あ
Ζ
う
。

৽

Jennifer Clapp〔2020〕

Food
Polity

貿
易
自
由
化
が
途
上
国
や
農
産
物
貿
易
に
༩
え
る
Ө
ڹ
、
ま
た
、
一
۝
世
ل
か
ら
二
〇
世
ل
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
෋
の
෼
഑
に
関
す
る

研
究
を
し
て
い
る
。
専
門
෼
໺
は
、
農
業
、
国
際
貿
易
、
開
発
経
済
。
フ
ラ
ン
ス
国
ཱ
農
業
・
食
料
・
؀
ڥ
研
究
ॴ
（
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ａ
̚
）
上

ڃ
研
究
һ
。
二
〇
二
一
年
よ
り
国
連
世
界
食
料
安
全
保
障
ҕ
һ
会
（
̘
̛
̨
）
の
食
料
安
全
保
障
と
ӫ
ཆ
に
関
す
る
ハ
イ
Ϩ
ϕ
ル
専
門
家

パ
ω
ル
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σーλͰ 見る 国内と世界の 2 軸で挑む
日本の食料安全保障、
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日本にとって 食料が買える状態。有事でも調達可能にする。

世界にとって 食料の安定的供給。貧困ゼロ、飢餓ゼロの状態。
ウクライナ危機で第三国での食料供給に被害。
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